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１ 献血の推移

＊献血率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　×　100

年度
区分 200mL献血 400mL献血 成分献血 計

（単位：人）

献血量

年　度

県内の献血率

全国の献血率

献血者数（県外在住者を含む） 富山県の人口（富山県HPより）
日本の人口（総務省統計局HPより）
各年10月１日での算出　千人単位で四捨五入献血可能年齢（16～69歳）人口

（千Ｌ）

献

　
　血

　
　量

（千人）

献

　血

　者

　数

R2 R3

5.9

6.1

R1

5.9

6.0

6.2

6.3

献血量

H24

5.9

6.0

H25

5.9

6.0

H26

5.9

5.8

H27

5.7

5.7

H28

5.5

5.7

H29

5.4

5.7

H30

5.7

5.8

H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
R1
R2
R3

3,134
3,252
2,884
2,378
1,589
1,448
1,638
1,556
1,125
1,230

23,908
24,294
25,680
24,978
24,623
23,655
23,969
23,962
23,610
24,546

14,746
13,877
12,227
11,605
11,753
11,354
11,745
12,417
12,733
11,624

41,788
41,423
40,791
38,961
37,965
36,457
37,352
37,935
37,468
37,400

14,952.0 L
15,919.0 L
15,740.0 L
15,109.0 L
15,128.0 L
14,825.0 L
15,020.0 L
16,443.0 L
16,451.2 L
16,377.0 L

成分献血者400mL献血者200mL献血者
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献血率％

２ 市町村別献血者数の状況（県外在住者を含まない）

３ 職業別献血者数の状況

37,400人
献血者数

男性　27,825人
（74.4％）

女性　9,575人
（25.6％）

会社員
64.3%

学生
7.4%

公務員
12.4%その他

15.9%

男性
51.8%

男性
4.0%

男性
8.5%

女性
7.4%

女性
3.4%

女性
12.5%

女性
2.3%

男性
10.1%

※献血者数は献血者の居住地（市町村）で累計
※献血率は「市町村別　年齢別人口（令和３年10月１日推計）」（県統計調査課）を基に
　献血可能年齢（16～69歳）人口により算出
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４ 年代別献血者数の状況（総献血者数に対する年代別構成比）

５ 年代別献血率の推移（献血可能人口に対する年代別献血率）
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※献血者数は献血者の居住地（市町村）で累計
※献血率は「市町村別　年齢別人口（令和３年10月1日推計）」（県統計調査課）を基に献血可能年齢（16～69歳）人口により算出
※平成27年度は国勢調査の人口
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６ 献血申込者の状況
令和３年度献血申込者数　41,338人

７ 献血できなかった方の状況

８ 輸血用血液製剤の供給推移
（単位）

単位：200mL換算

供　給　実　績

全 血
赤血球
血 漿
血小板
合 計

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
2

49,488
9,698
71,885
131,073

9
49,607
9,536
71,130
130,282

9
48,271
10,232
75,155
133,667

4
49,905
10,193
72,740
132,842

-
49,258
11,519
75,510
136,287

4
48,651
11,231
73,005
132,891

-
48,009
11,881
63,935
123,825

-
49,262
13,654
65,435
128,351

-
49,715
12,270
67,725
129,710

-
50,220
13,157
66,475
129,852

全　血赤血球血　漿血小板
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100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

R3（年度）R2R1H30H29H28H27H26H25H24

男性　1,487人（37.8％）

女性　2,451人（62.2％）

献血者
37,400人（90.5%）

血色素不足
491人（33.0％）

血色素不足
1,798人（73.4％）

その他（事前検査含む）
393人（16.0％）

問診該当②
210人（14.1％）

その他（事前検査含む）
364人（24.5％）

血圧
193人（13.0％）

男性
27,825人（67.3％）

男性1,487人（3.6%）

女性
9,575人（23.2％）

女性2,451人（5.9%）

献血できなかった方
3,938人（9.5％）

問診該当① 71人（4.8％）

血圧 66人（2.7％） 問診該当① 38人（1.5％）

服薬 158人（10.6％）

服薬 71人（2.9％）問診該当② 85人（3.5％）
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昭昭和和 3311 年年法法律律第第 116600 号号 

安安全全なな血血液液製製剤剤のの安安定定供供給給のの確確保保等等にに関関すするる法法律律（（抜抜粋粋））  

  

令和２年９月１日施行（令和元年法律第 63 号による改正） 

（目的） 

第一条 この法律は、血液製剤の安全性の向上、安定供給の確保及び適正な使用の推進の

ために必要な措置を講ずるとともに、人の血液の利用の適正及び献血者等の保護を図る

ために必要な規制を行うことにより、国民の保健衛生の向上に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第三条 血液製剤は、その原料である血液の特性にかんがみ、その安全性の向上に常に配

慮して、製造され、供給され、又は使用されなければならない。 

２ 血液製剤は、国内自給（国内で使用される血液製剤が原則として国内で行われる献血

により得られた血液を原料として製造されることをいう。以下同じ。）が確保されること

を基本とするとともに、安定的に供給されるようにしなければならない。 

３ 血液製剤は、献血により得られる血液を原料とする貴重なものであること、及びその

原料である血液の特性にかんがみ、適正に使用されなければならない。 

４ 国、地方公共団体その他の関係者は、この法律に基づく施策の策定及び実施に当たつ

ては、公正の確保及び透明性の向上が図られるよう努めなければならない。 

（地方公共団体の責務） 

第五条 都道府県及び市町村（特別区を含む。以下同じ。）は、基本理念にのつとり、献血

について住民の理解を深めるとともに、採血事業者による献血の受入れが円滑に実施さ

れるよう、必要な措置を講じなければならない。 

（採血事業者の責務） 

第六条 採血事業者は、基本理念にのつとり、献血の受入れを推進し、血液製剤の安全性

の向上及び安定供給の確保に協力するとともに、献血者等の保護に努めなければならな

い。 

（原料血漿の製造業者等の責務） 

第七条 原料血漿（国内で献血により得られる人血漿であつて血液製剤の原料となるもの

をいう。以下同じ。）の製造業者並びに血液製剤の製造販売業者、製造業者及び販売業者

は、基本理念にのつとり、安全な血液製剤の安定的かつ適切な供給並びにその安全性の

向上に寄与する技術の開発並びに情報の収集及び提供に努めなければならない。 
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昭昭和和 3311 年年法法律律第第 116600 号号 

安安全全なな血血液液製製剤剤のの安安定定供供給給のの確確保保等等にに関関すするる法法律律（（抜抜粋粋））  

  

令和２年９月１日施行（令和元年法律第 63 号による改正） 

（目的） 

第一条 この法律は、血液製剤の安全性の向上、安定供給の確保及び適正な使用の推進の

ために必要な措置を講ずるとともに、人の血液の利用の適正及び献血者等の保護を図る

ために必要な規制を行うことにより、国民の保健衛生の向上に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第三条 血液製剤は、その原料である血液の特性にかんがみ、その安全性の向上に常に配

慮して、製造され、供給され、又は使用されなければならない。 

２ 血液製剤は、国内自給（国内で使用される血液製剤が原則として国内で行われる献血

により得られた血液を原料として製造されることをいう。以下同じ。）が確保されること

を基本とするとともに、安定的に供給されるようにしなければならない。 

３ 血液製剤は、献血により得られる血液を原料とする貴重なものであること、及びその

原料である血液の特性にかんがみ、適正に使用されなければならない。 

４ 国、地方公共団体その他の関係者は、この法律に基づく施策の策定及び実施に当たつ

ては、公正の確保及び透明性の向上が図られるよう努めなければならない。 

（地方公共団体の責務） 

第五条 都道府県及び市町村（特別区を含む。以下同じ。）は、基本理念にのつとり、献血

について住民の理解を深めるとともに、採血事業者による献血の受入れが円滑に実施さ

れるよう、必要な措置を講じなければならない。 

（採血事業者の責務） 

第六条 採血事業者は、基本理念にのつとり、献血の受入れを推進し、血液製剤の安全性

の向上及び安定供給の確保に協力するとともに、献血者等の保護に努めなければならな

い。 

（原料血漿の製造業者等の責務） 

第七条 原料血漿（国内で献血により得られる人血漿であつて血液製剤の原料となるもの

をいう。以下同じ。）の製造業者並びに血液製剤の製造販売業者、製造業者及び販売業者

は、基本理念にのつとり、安全な血液製剤の安定的かつ適切な供給並びにその安全性の

向上に寄与する技術の開発並びに情報の収集及び提供に努めなければならない。 
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(ｴ)複数回献血キャンペーン（引換券配布８～12 月、記念品贈呈 12～３月） 

安全な血液を安定的に確保するため、本県における年２回以上の 400mL 献血者の増加

及び血液が不足する冬期の献血者確保を目的として、400mL 献血者を対象とした複数回

献血キャンペーンを実施した。 

 

  ウ 血液製剤使用適正化の普及推進（10 月） 

    富山県合同輸血療法委員会等を開催し、血液製剤使用適正化の普及推進を図った。 

 

 エ 富山県献血推進協議会の開催（１月） 

    １月に富山県献血推進協議会を開催し、令和４年度富山県献血推進計画等について、意

見交換を行った。 

 

 

((22))  令令和和４４年年度度  富富山山県県献献血血推推進進計計画画  

 本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和 31 年法律第 160 号）

第 10 条第５項の規定に基づき定める、令和４年度の富山県における献血の推進に関する計

画である。 

 

１ 献血による血液確保目標量等 

区 分 200mL 献血 400mL 献血 成分献血 合 計 

血液確保目標量 
１５６ L 

(１４２) 

９,８４８ L 

(９，５９６) 

６,６００ L 

(６，９４９) 

 １６，６０４L 

(１６，６８７) 

献血者確保目標 
７８０人 

(７１０) 

２４，６２０人 

(２３，９９０) 

１２，０９０人 

(１２，８００) 

３７，４９０人 

(３７，５００) 

※ （ ）は、令和３年度計画 

※ 令和４年度原料血漿確保目標量：10,024 L(10,142 L)を含む。 

 

２ 目標量を確保するために必要な措置に関する事項 

 県内の医療に必要な血液を円滑に確保するため、また、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

の目標３「保健：あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する」

ため、これまでの献血の実施状況とその評価を踏まえ、以下の献血推進のための施策を実

施する。 

 

(1) 全国的なキャンペーン等の実施 

ア 「愛の血液助け合い運動」月間（７月） 

 血液事業を安定的・継続的に維持し、血液製剤の国内自給を確保するため、「愛の

血液助け合い運動」月間において各種普及啓発運動を実施する。 

・県は、市町村の協力を得て、県・市町村広報紙やポスター等の各種広報媒体を活用

して、献血に関する一層の普及啓発を図る。 

− 10 −



 

 

(ｴ)複数回献血キャンペーン（引換券配布８～12 月、記念品贈呈 12～３月） 

安全な血液を安定的に確保するため、本県における年２回以上の 400mL 献血者の増加

及び血液が不足する冬期の献血者確保を目的として、400mL 献血者を対象とした複数回

献血キャンペーンを実施した。 

 

  ウ 血液製剤使用適正化の普及推進（10 月） 
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 県内の医療に必要な血液を円滑に確保するため、また、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
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２　採　血　基　準
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３　安全な輸血用血液製剤を供給するために
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４４  検検査査ササーービビスス  

  献血者への感謝の気持ちとして、糖尿病の早期発見を目的としたグリコアルブミン検査など７

項目の生化学検査及び８項目の血球計数検査を実施し、献血者全員を対象にお知らせしています。 

 

■生化学検査 

検査項目 基準値 説  明 

ＡＬＴ 

（ＧＰＴ） 
8～49IU/L 

肝臓に最も多く含まれる酵素です。肝細胞が破壊されると血液中に流れ出

すので、急性肝炎で最も強く上昇し、慢性肝炎や脂肪肝（肥満）などでも

上昇します。激しい運動の後に一過性の上昇が見られることがあります。 

γ－ＧＴＰ 9～68IU/L 
肝、胆道、膵、腎などに多く含まれる酵素です。上昇する疾患は閉塞性黄

疸、肝炎、アルコール性肝障害などです。病気がなくても長期飲酒では上

昇することが多く 1 ヶ月位禁酒するとある程度正常化します。 

総蛋白 

（ＴＰ） 
6.6～8.2g/dL 

血清中には 80 種類以上の蛋白が含まれ、種々の機能を持ち、生命維持に

大きな役割を果たします。その総量を総蛋白として測定しています。 

アルブミン 

（ＡＬＢ） 
4.0～5.1g/dL 

血清蛋白の 50％以上を占めるアルブミンは、病気などで栄養が悪くなる

と減少するため、健康診断のスクリーニングとして大きな意味がありま

す。 

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ対ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ比 

（Ａ／Ｇ） 
1.3～2.1g/dL 

血清蛋白はアルブミン（A）とグロブリン（G）に分けられ、その比率は健

康な人では一定の範囲にありますが、病気によってその比率が変化（主と

して減少）してきます。 

コレステロール 

（ＣＨＯＬ） 
140～259mg/dL 

血清脂質の一つで、一般に脂肪の多い食事を続けていると上昇します。ま

た肝臓などで作られ、肝、胆道、腎、甲状腺の病気でその値が上下するこ

とがあります。血清コレステロールが多くなると動脈硬化を起こしやすい

とされています。 

グリコアルブミン 

（ＧＡ） 
16.5％未満 

糖尿病の検査の一つです。過去約 2 週間の血糖値が低い状態が続いている

と低下し、高い状態が続いていると上昇します。糖尿病では標準値より上

昇します。標準値範囲内でも 15.6％以上の場合は注意が必要です。 

■血球計数検査 

検査項目 基準値 説  明 

赤血球 

（ＲＢＣ） 
男性 418～560×1AE0E

4

A/μL 

女性 384～504×1AE0E

4

A/μL 

赤血球は血液の主な細胞成分で、酸素を肺から各組織へ運

ぶ働きを持っています。 

貧血の有無

を知る目安

となります。 

ヘモグロビン量 

（Ｈｂ） 
男性 12.7～17.0g/dL 

女性 11.0～14.8g/dL 

血液の赤い色は赤血球に含まれるヘモグロビン（血色素）

によるもので、赤血球の働きの中心となっています。 

ヘマトクリット値 

（Ｈｔ） 
男性 38.8～50.0％ 

女性 34.6～44.6％ 

ヘマトクリット値は、一定の血液量に対する赤血球の割合

（容積）をパーセントで表したものです。 

平均赤血球容積 

（ＭＣＶ） 
83.0～99.5fL 

赤血球 1 個の平均的容積、すなわち赤血球の大きさの指標

となるもので、赤血球とヘマトクリット値から算出したも

のです。 

貧血の場合、

その種類の

判定の目安

となります。 

平均赤血球 

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ量 

（ＭＣＨ） 
26.8～33.5pg 

赤血球 1 個に含まれるヘモグロビン量を平均的に表した

もので、赤血球とヘモグロビン量から算出したものです。 

平均赤血球 

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ濃度 

（ＭＣＨＣ） 
31.7～35.2％ 

赤血球の一定容積に対するヘモグロビン量の比をパーセ

ントで表したものでヘモグロビン量とヘマトクリット値

から算出したものです。 

白血球数 

（ＷＢＣ） 38～89×AE10E

2

A/μL 

白血球は細菌などを貪食し、免疫情報を伝達し、さらに免

疫能を発現して生体防御にかかわっています。細菌感染症

があると一般に白血球は増加しますが、ウイルス感染症の

場合はかえって減少することもあります。 

 

血小板数 

（ＰＬＴ） 17.0～36.5×AE10E

4

A/μL 
血小板は出血を止めるための重要な働きを持ち、この値が

極端に減少すると出血を起こしやすくなります。 

※ μL＝１L×1AE0E

－6

A ※ fL＝１L×1AE0E

－15

A ※ pg＝１g×1AE0E

－12

 

※上記「生化学検査」及び「血球計数検査」に記した標準値は、献血を希望された方々の検査結果から算定したもの

で、正常または異常を表すものではありません。 

17 18
21

22

27 11  

3,239.81  

3,370.18  
1,088,012  

４　検査サービス
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Ⅲ 施 設 の 概 要



４４  検検査査ササーービビスス  
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血清中には 80 種類以上の蛋白が含まれ、種々の機能を持ち、生命維持に

大きな役割を果たします。その総量を総蛋白として測定しています。 
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血清蛋白の 50％以上を占めるアルブミンは、病気などで栄養が悪くなる

と減少するため、健康診断のスクリーニングとして大きな意味がありま

す。 

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ対ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ比 

（Ａ／Ｇ） 
1.3～2.1g/dL 

血清蛋白はアルブミン（A）とグロブリン（G）に分けられ、その比率は健

康な人では一定の範囲にありますが、病気によってその比率が変化（主と

して減少）してきます。 

コレステロール 

（ＣＨＯＬ） 
140～259mg/dL 

血清脂質の一つで、一般に脂肪の多い食事を続けていると上昇します。ま

た肝臓などで作られ、肝、胆道、腎、甲状腺の病気でその値が上下するこ

とがあります。血清コレステロールが多くなると動脈硬化を起こしやすい

とされています。 

グリコアルブミン 

（ＧＡ） 
16.5％未満 

糖尿病の検査の一つです。過去約 2 週間の血糖値が低い状態が続いている

と低下し、高い状態が続いていると上昇します。糖尿病では標準値より上

昇します。標準値範囲内でも 15.6％以上の場合は注意が必要です。 

■血球計数検査 

検査項目 基準値 説  明 

赤血球 

（ＲＢＣ） 
男性 418～560×1AE0E

4

A/μL 

女性 384～504×1AE0E

4

A/μL 

赤血球は血液の主な細胞成分で、酸素を肺から各組織へ運

ぶ働きを持っています。 

貧血の有無

を知る目安

となります。 

ヘモグロビン量 

（Ｈｂ） 
男性 12.7～17.0g/dL 

女性 11.0～14.8g/dL 

血液の赤い色は赤血球に含まれるヘモグロビン（血色素）

によるもので、赤血球の働きの中心となっています。 

ヘマトクリット値 

（Ｈｔ） 
男性 38.8～50.0％ 

女性 34.6～44.6％ 

ヘマトクリット値は、一定の血液量に対する赤血球の割合

（容積）をパーセントで表したものです。 

平均赤血球容積 

（ＭＣＶ） 
83.0～99.5fL 

赤血球 1 個の平均的容積、すなわち赤血球の大きさの指標

となるもので、赤血球とヘマトクリット値から算出したも

のです。 

貧血の場合、

その種類の

判定の目安

となります。 

平均赤血球 

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ量 

（ＭＣＨ） 
26.8～33.5pg 

赤血球 1 個に含まれるヘモグロビン量を平均的に表した

もので、赤血球とヘモグロビン量から算出したものです。 

平均赤血球 

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ濃度 

（ＭＣＨＣ） 
31.7～35.2％ 

赤血球の一定容積に対するヘモグロビン量の比をパーセ

ントで表したものでヘモグロビン量とヘマトクリット値

から算出したものです。 

白血球数 

（ＷＢＣ） 38～89×AE10E

2

A/μL 

白血球は細菌などを貪食し、免疫情報を伝達し、さらに免

疫能を発現して生体防御にかかわっています。細菌感染症

があると一般に白血球は増加しますが、ウイルス感染症の

場合はかえって減少することもあります。 

 

血小板数 

（ＰＬＴ） 17.0～36.5×AE10E

4

A/μL 
血小板は出血を止めるための重要な働きを持ち、この値が

極端に減少すると出血を起こしやすくなります。 

※ μL＝１L×1AE0E

－6

A ※ fL＝１L×1AE0E

－15

A ※ pg＝１g×1AE0E

－12

 

※上記「生化学検査」及び「血球計数検査」に記した標準値は、献血を希望された方々の検査結果から算定したもの

で、正常または異常を表すものではありません。 
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